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「商
工
会

へ
行
け
ば
な
ん
と
か
な
る
」

と
言
わ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て

南
あ
わ
じ
市
商
工
会

会
長

森

　
長

義

平
成
３０
年
度
当
商
工
会
は
、
〈
バ
員
の
皆
様
の
お
役

に
た
ち
、
い
」
利
用
い
た
だ
く
商
工
会
と
し
て
、
小
規
模

事
業
者
の
持
続
的
発
展
を
目
的
と
し
た
、
伴
走
型
支

援
・個
社
支
援
を
前
面
に
押
し
出
し
、
中
長
期
的
な
観

点
に
立

っ
た
「南
あ
わ
じ
市
商
工
会
経
営
発
達
支
援

計
画
」
の
実
施
を
、プ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
着
実
に
行
い
、
ま
た

市
行
政
と
の
連
携
事
業
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
繁
盛
企
業
の
増
加
・就
労
人
口
の
増
加
に
繋
が
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
職
員
の

グ
ル
ー
プ
制
に
よ
る
重
点
支
援
先
事
業
所

へ
の
計
画

的
な
個
社
支
援
を
中
心
に
、
面
的
支
援
を
加
味
さ
せ
、

や
る
気
の
あ
る
、
積
極
的
な
取
り
組
み
に
対
し
て
の

支
援
、
助
成
、
補
助
金
含
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
Ｌ
も
の
づ
く
り
。商
業
・サ
ー
ビ
ス
経
営
力
向
上
支

援
補
助
金
Ｌ
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
Ｌ
創
業
支
援
補
助

金
Ｌ
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
事
業
Ｌ
固
定
資
産
税

特
例
措
置
」
等
）
を
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

を
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
会
員
事
業
所
に
提
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
点
事
業
と
し
て
特
産
品
販
路
開
拓
支
援

事
業
、
訪
日
外
国
人
対
応
支
援
事
業
、
異
業
種
交
流
活

性
化
支
援
事
業
・創
業
支
援
事
業
等
に
加
え
て
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（経
営
計
画
作
成
。創
業
支
援
。事

業
承
継
・簡
単
簿
記
・弥
生
会
計
・ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・

パ
ソ
コ
ン
研
修
等
）
を
始
め
と
し
、
集
団
健
康
診
断
事

業
や
セ
ミ
ナ
ー
受
講
支
援
等
の
事
業
実
施
、
各
支
部

地
区
活
性
化
事
業
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

「商
工
会
に
行
け
ば
何
と
か
な
る
」
と
言
わ
れ
る
組

織
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
職
員
の
資
質
向
上
を
図

り
会
員
企
業

の
多
様
化
す
る
経
営
課
題
解
決
を
巡

回
・窓
口
相
談
を
通
じ
、
従
来
に
も
増
し
て
き
め
細
や

か
な
支
援
を
心
掛
け
役
職
員

一
同
頑
張
っ
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
本
員
皆
様
方

の
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
御
祈
念
申
し
上

げ
、
誠
に
意
を
つ
く
し
ま
せ
ん
が
、
い
」
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

¨

亀劇り体験し
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晟

曹

穐

日

霧

饗

雇

全

議

案

を

可

決

承

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
第
１３
回
通
常
総
代
会
を
５
月
２４
日
午
後
３
時
よ
り

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
プ
ラ
ザ
淡
路
島
で
開
催
し
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
８
号
議
案
ま
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

総
代
数
２
０
０
名
の
う
ち
、
出
席
者
１
６
７
名
（内
委
任
状
８８
名
）

定
刻
に
至
り
、
宮
地
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
。
赤
穂
副
会
長
が
登
壇

し
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
森
長
義
会
長
、
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
会
長

志
智
宣
夫
氏
が
挨
拶
を
行

っ
た
。

続
い
て
表
彰
状
授
与
に
移
り
、
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
役
員
功
労
表
彰

が
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
の
志
智
会
長
か
ら
副
会
長
赤
穂
秀
樹
氏
に
授

与
さ
れ
た
。

議
長
選
任
に
つ
い
て
、
緑
支
部
の
廣
地
幹
人
氏
を
指
名
し
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
ま
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。

議
案
は
以
下
の
と
お
り
。

第
１
号
議
案
　
平
成
２９
年
度
収
支
補
正
予
算
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
２９
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

な
お
、
第
８
号
議
案

で
は
、
圭目
年
部
総
会
に
よ
り
改
選
さ
れ
た
新
部
長

の
藤
川
龍
介
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
、
西
村
康
稔
内
閣
官
房
副
長
官
衆
議

院
議
員
児
玉
秘
書
、
永
田
秀

一
兵
庫
県
議
会
議
員
、
守
本
憲
弘
南
あ
わ
じ

市
市
長
、
原
拓
也
淡
路
県
民
局
県
民
交
流
室
長
補
佐
兼
県
民
。
商
工
労
政

課
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
木
場
徹
南
あ
わ
じ
市
議
会
副
議
長
、
原

口
育
大
南
あ
わ
じ
市

議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
長
、
松
久
佳
史
日
本
政
策
金
融
公
庫
明
石
支
店

支
店
長
、
喜
田
憲
和
南
あ
わ
じ
市
産
業
建
設
部
長
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
副
会
長

井
本
好
則
氏
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
総
代
会
は

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

認

平
成
２９
年
度
特
別
会
計
収
支
決
算
承
認
の
件

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
定
款
の

一
部
改
正
の
件

平
成
３。
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
の
件

平
成
３。
年
度
特
別
会
計
収
支
予
算
設
定
の
件

平
成
３０
年
度
借
入
限
度
額
並
び
に
借
入
先
承
認
の
件

辞
任
に
伴
う
役
員
補
充
選
任
の
件

瓢
欄
鰤
四
蘭
咄

費

費

理

備

管

予

収入の部
補助金等

会費

手数料等

受託料

繰越収支差額

合 計

101.161,000円

31,260,000円

29,805,190円

32,000円

4,741,810円

167.000,000円

支出の部
経営改善普及事業費

地域振興事業費

受託事業費

合 計

98,496,000円

黎 ,000,000円

32,000円

22.865,000円

1,597,000円

166.990.000円

％

％

％

％

％

％
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南あわじ市長

守本 憲弘

「
若
者
た
ち
が
戻
っ
て
活
躍
す
る

産
業
地
域
づ
く
り
を
」

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
各
種
商
工
行
政
に
対
し
て
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
南
あ
わ
じ
市
に
限
ら
ず
地
方
に
お
い
て
は
若
者
の
流
出
を
伴
う
人
口
減
少
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
地
域
の
企
業
や

一
次
産
業
に
お
い
て
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
南
あ
わ
じ
市
を
含
む
淡
路
島
に
は
、
活
発
な

一
次
産
業
と
豊
富
な

食
材
、
多
彩
な
観
光
資
源
、
深
み
の
あ
る
歴
史
文
化
資
源
な
ど
が
揃
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
た
産
業
開
発
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
く
、
近
年
は
、
そ
の
魅
力

に
惹
か
れ
て
、
都
会
か
ら
淡
路
島
に
移
住
す
る
若
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

南
あ
わ
じ
市
に
お
い
て
も
、
若
者
の
移
住
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、
保
育
の
充
実
や
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
〈
口
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
兵
庫
県
下

一
位
に
な
る
な

ど
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少
が
更
に
進

む
こ
れ
か
ら
に
お
い
て
、
行
き
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に

は
、
下
記
の
様
な
、
地
域
全
体
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
一一口う
ま
で
も
な
く
、
持
続
性
・拡
張
性
の
あ
る
産
業
づ
く
り
で
す
。
産
業
現

場
の
創
意
工
夫
・改
善

へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
商
品
の
付
加
価
値
や
事
業
の
収
益
力
を

高
め
、
我
が
子
や
地
域
の
若
者
に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
る
産
業
・企
業

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

二
つ
目
は
、
地
域
の
「働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
男
女
と
も
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
い
て

い
け
る
産
業
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
今
や
夫
婦
共
働
き
が
家
庭
の
標
準
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
継
続
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
夫
婦
が
時
間
と
労
力
を
分
け

合
っ
て
出
産
や
育
児
に
取
り
組
め
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
若
者
に
と
っ
て
の
大
き
な
吸

引
力
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
エ
ア
の
力
も
活
用
し
つ
つ
、
ヮ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

三
つ
目
は
、
若
者
自
身
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
創
意
工
夫
を
尊
重
す
る
地
域
文
化
を
形
成

す
る
こ
と
で
す
。
起
業
や
新
規
就
農
に
比
べ
、
家
業
を
引
き
継
い
で
事
業
を
行
う
方
が
圧

倒
的
に
有
利
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
継
者
に
悩
む
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
積

極
的
に
若
者
の
独
立
性
を
認
め
、
新
し
い
技
術
や
市
場

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
活
か
す
環

境
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
魅
カ
ア
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
は

一
朝

一
夕
に
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
産
業
界

と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
働
き
、
子
育
て
す
る

若
者
世
代

へ
の
南
あ
わ
じ
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
人
材
の
流
入
や
交
流

が
活
発
化
し
、
世
代
を
問
わ
ず
豊
か
で
住
み
や
す
い
地
域
、
将
来
性
の
あ
る
明
る
い
地
域

が
形
成
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
市
役
所
も
商
工
会
の
皆
様
と
手
を
携
え
て

進
み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第13回 南あわじ市商工会通常総帯
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■ 経営発達支援計画に基づく事業の実施 (2年目)グ ループ制による重点支援先事業所の計画的な支援
経営発達支援に向けて密着したワンストップサービスを目的に、全事業所に対しての担当職員3名を配置するグループ別支援体制を組み、担

当する職員が巡回・窓口相談を通して、多様化する会員企業の二すズを的確に把握し、会員事業所の業績向上につながる情報提供と経営支援
を行っていきます。

1.需要動向調査や経営状況の分析に関すること          2.事 業計画策定及び事業計画策定後の実施支援に関すること
。個社レベル及び業種別、品目別の需要動向調査          ・専門家派遣やセミナーの開催や国県等各種補助事業の活用
・全事業所への職員担当制による支援実績からの経営状況分析   ・事業所二=ズに合わせた支援形態の設定とフォロ

ニアップ
・財務分析及び目標の達成・非達成の要因分析           。新たな需要の開拓に向けた展示会。見本市への出展支援

■ 産業競争力強化法における創業支援事業 (4年目)
創業セミナーの開催により、創業希望者の創業プロセスにおける課題を解決し、南あわじ市内の創業者数の増加を目指します。また、ワンス

トップ相談窓回の開設により、事業計画の作成方法、マーケティング、資金調達等、相談者の様 な々創業時の課題解決を図っていきます。

■ 訪日外国人対応支援事業 (2年目)
観光プランを充実させるために使用する観光アイテムを増やし、リピート率の高い香港・台湾の観光旅行博への出展を図り、デジタルを駆使
したプロモーションを行います。また、現地の旅行社へ出向き、潜在的なニァズを把握し誘客に取り組みます。

■ 南あわじ市三カ (魅力・味力・見力)発信事業との連携による首都圏販路開拓事業 (初年度 )
コンセプト

誰に    :南あわじ市内の特産品取扱事業者
何を    :首都圏への販路開拓の機会
どのように :展示会出展により市が現在取り組んでいる三カ発信協力店との商談の機会を提供

■ 平成30年異業種交流活性化支援事業
・淡路島の地域資源を活用したプレミアム商品の開発 (初年度)

メーカー、生産者、バイヤーが一体となリプレミアム感溢れる商品開発を行い、それぞれの得意分野を中心に開発から販売を行っていきます。
・地域社会に根づいた社会貢献型の新たなビジネスモデルの研究・創出事業(3年目)
「地域の就労弱者 (高齢者・軽度発達障害等)の仕事づくりを通した」ビジネスモデルの研究・倉1出。これから時代背景に合った消費者と地域
の両方に認められるような持続可能なビジネスの構築を目指します。

■ 若手社員の職場定着支援事業 (初年度 )
若手社員向けのビジネスマナー研修、パソコン研修を開催します。

■ セミナー、講習会等受講事業者の費用支援
資質向上のための講習会・研修会への受講料の一部を助成します。

■ 集団健康診断実施
集団健康診断の実施並びに診断費用の一部を助成します。

統括支援:藤丼上級アドノイザー

覇
献
Ｃ

Ｄ

淡西
緑

Ａ

Ｂ

伊藤 雅樹
4月の人事異動で、淡路市商工会勤務となりました。
平成23年から7年間の在任期間中は、会員事業所の皆様
方には多大なお力添えを頂きながら多くの勉強や経験を積
ませてもらう事が出来ました。
新任地においても引き続き努力して参りますので、ご指
導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

川竹 盛弘
この度、兵庫県商工会連合会に異動となりました。南あわ
じの様 な々魅力を感じながら働くことができ、充実した1年
となりました。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻の程よろしく
お願いいたします。

宮崎 宏明
人事異動により4月 1日から南あわじ市
商工会でお世話になっております宮崎宏
明です。淡路市商工会 (津名町商工会)で
25年務めてまいりました。これからはその

経験を活かして会員・地域の皆様方の
お役立ちができるよう努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

阿部 純己
4月より南あわじ市商工会に配属とな
りました阿部純己と申します。
地元である淡路島のために働けること
に喜びを感じております。
一日でも早く会員の皆様、地域の皆様
のお役に立てよう努力して参りますので、
よろしくお願い致します。

平成30年度 南あわじ市商工会事務局組織体制
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市町村の判断により新規取得設備の固定資産税が最大3年間ゼロになります

南あわじ市商工会では、昨年度から、

「食」と「観光」に関連する事業所の中から

経営状況分析や事業計画の策定や実施を

支援する50事業所を選定し、市場動向調

査や新たな販路開拓に向けた付加価値の

高い商品やサービスの創造とともに適切

なターゲット市場に提案を行っています。

E

L
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【平成29年度実績報告】

グルメ&ダイニングスタイルショー春2018

目 閃 1粛矧 :躇EI確翡 【支援内容】
・展示会等の開催情報の提供や出展支援
・セミナーの開催
。専門家派遣等

p
【平成30年度事業予定】

これまで主に展示会出展を主として支援を行ってきましたが、

今年度は主に専門家活用による商品開発支援を主として行いた

いと考えています。コンセプト・ターゲット設定等の商品企画、

商品の訴求ポイントの整理や見せ方等のプロモーションについ

て、是非ご活用ください。

展示会・物産展への出展支援
情報提供により参加した展示会・

イベント等 (事業費用負担なし)
販路開拓セミナー

○観光商談マッチングフエア2017

日口寺:平成29年 12月 6日

場所:ヒユーリック浅草橋ビル

内容:旅行会社、旅行雑誌社との商談会。

○グルメ&ダイニングスタイルショー春2018

日時:平成30年2月 7～ 9日

場所:東京ビッグサイト

内容:商談を目的とした食品・飲料の

バイヤー向けの専門展示会。

○首都日における

兵庫県プロモーション用商品提供

○三田市あきんど祭り

○神戸商工会議所主催

販路開拓市 ～スーパーマーケット編～

○アグリフードエキスポ大阪2018

日時 :平成29年 12月 4日、19日

場所 :南あわし市商工会館

講師 :広報ジャーナリスト

福満“グリズリー"ヒロユキ氏

内容 :販売促進・プロモーションセミナー

1日目 :『キヤッチコピーの作り方』について

2日 目 :『プレスリリースの作り方』について

参加者:13名

◎『あわじのくにブランド』の確立(グループ①)
平成29年度の事業として、展示会出展 (関西外食ビジネスウィーク
2017、 フードスタイル2017、 フーデックス ジャパン2018)や浅草まる
ごと日本等で販売を行い販路拡大に繋がった。展示会等のマーケ

ティングによリギフトセットの必要性が認識でき「あわじのコロン」

ギフトセット作成に至った。

○成果物¨あわじのコロンギフトケマス
「無添加かけ醤油―醤on(ヒ シオン)」

◎醤 on(ヒシオン)

◎南あわじ地域貢献型
新たなビジネスモデル
創出事業(グループ②)

平成29年度事業として

「淡路島おかき」等の商品

開発を行った。また、大手。

小売企業との連携により、

今後の販路開拓につなげる

ことが出来た。

(東京。三軒茶屋「HARU」

と商談中)

◎展示会の風景◎ギフトセット ◎幸せ祈る稲穂入りおかきセット

6月 21・ 22日の2日間、南あわじ市商工会で若手社員の職場

定着支援のため、パソコン操作の能力向上を目指しパソコン研

修会を開催しました。

APCパソコンスクールより講師を招き、ビジネスシーンで求め

られるWord・ Excelを中心に実践を通し指導して頂きました。

受講者からは、「基本がよく理解できた」や「研修内容を活用

することで時間短縮に繋がる」と高評価を得ました。

「
―
―

異業種交流活性化支援事業

平成30年度商工会労働環境対策事業
若手社員の職場定着支援事業
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そ牟不のチカラで
地域に彦力を

市町村合併により、南あわじ市

商工会が発足して12年、かつては

100人規模で活動を行っていた

商工会青年部も今は約半数とな

りました。人数の減少はあります

が、ここ数年の勧誘活動の成果も

上 レずます 。                       4月 13日 (金 )慶野松原荘にて

※ 環 (わ )円 くめくって終わりのない形という意味から、青年部同士が手を取り合つて切磋琢磨し、組織の発展に繋げることを表しています。

南あわじ市商工会青年部員を大募集しています。

皆様の加入をお待ちしております。

加入資格は、南あわじ市内に事業所を構える45歳

以下の経営者またはその親族。従業員です。

創業セミナー
開催日時:9月 6日～10月 11日

毎週木曜日の午後 6時半から午後 9時半まで(1日 3時間)
場所 :南あわじ市商工会 2F大会議室
内容 :創業に必要な経営・財務・販路開拓等に関する講座
対象者 :これから創業を予定している方。学生や主婦など創業に興味のある方
今の事業を活かして新たなビジネスチャンスを見つけたいシエアの方
淡路島内の地域資源を活かして 創業したい方

定員 :25名

受講料 :無料

個別相談会
開催日時:9月 20日～10月 25日

毎週木曜日の午後 1時から午後 5時まで
(1人 1時間程度
完全予約制で 1日定員4名となります。)

場所 :南あわじ市商工会  lF相談室
内容 :創業・経営に関する相談を
個別に専門家が対応します。

平成29年度創業セミナー状況 平成29年度個別相談状況

中小企業経営者のみなさまへ

を含む)で毎月均等償還です。

貸 付 条 件 は

共済金の貸付けは、「無担保 無保証人」「無利子Jで す。ただ

し、共済金の貸付けを受けますと貸付額の10分の1に 相当する
額が積み立てた掛金総額から控除されます。

掛金は税法上

掛金月額は、5千円～20万円の範囲内 (5千円単位)で自由に選べま魂 J

共済相談室 TEL050¨ 5541-7171(小 規模共済    )C=詢 鮭 営セーフティ共∋ 0

掛 金 の 10倍の範 囲 内で 最 高 8,00D万 円 まで貸 付 け

「回収困難となった売掛金債権等の額」と「掛金総額の10倍に相
当する額 (最高8.000万 円)」 のいずれか少ない額となりま丸 償
還期間は共済金の貸付金額に応じて5年～7年 (据置期間6か月

0経 営者のための退職金市J度
小規模企業の個人事業主 (共 同経営者を含む)ま たは会社等の

役員の方が廃業や退職後の生活資金、事業再建資金をあらかじ

め準備しておく共済制度で鳥

他にもこんな特徴がありま魂

●契約者貸付けの利用が可能

契約者 (一定の資格者)の方は、

緊急時や災害時などに事業資金

等の貸付けが受けられま魂

●共済金の受給権は差押禁止

共済金 解約手当金の受給権は、

国税等滞納の差押え以外は差

押禁止債権として保護されます。
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第13回通常総会

ご提供しま
口
九

経営セーコテイ共済
,中小企業倒産防止共済制度の特長

掛金は全額所得控除
掛金は、金額が「/1ヽ規模企業共済

等掛金控除」として、課税対象所

得から控除できま魂

01蟷艘魂墓
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女PI生BBIだ :よ :り

ごあいさつ女脚長期酬子
梅雨の真っ最中に起きた大阪北部地震…あまりにも身近な場所で起こった地震に、皆様方におかれ

ましても阪神淡路大震災のあの当時を思い出したのではないでしょうか。そして、追い討ちをかけるよう

な、あの豪雨被害…お互いに明日はわが身と受け止め、身の回りの用意をしておきたいものですね。

さて、去る4月 21日 、今年度の女性部事業の中で最大のイベントである「春のチャリティーコンサート」を実施いたしま

した。多方面の皆様方のご支援、ご協力ご協賛を頂き、おかげをもちまして盛会裏に終えることができました。ご参加頂

いた皆様方より「参加して良かった」「もう一度してほしい」といった嬉しいお声を頂き大変嬉しく思っております。これ

ひとえに、ご支援、ご協力をいただきました協賛企業様、親商工会、青年部をはじめ、コンサートに関係して頂きました

皆様方の御熱意、また女性部員の協力のおかげで聞けたお言葉であったと思います。心より感謝の気持ちで一杯です。

又、守本市長様、商工観光課長様におかれましては率先してコンサート会場を盛り上げて頂き、とても楽しい雰囲気

になったと思います。本当にありがとうございました。

この事業を通じて、何事も自分の殻にこもるのでなく、色 な々方々のお力をお借りすればどんな事業も出来る事を実

感しました。今後とも、女性部事業に支援ご協力賜りますようよろしくお願いいたします。

皆様方に置かれましてはまだまだ続く猛暑ですが、お体には十分お気をつけていただき、お元気でご活躍されますこ

とを心よりご祈念申し上げます。

日時 :4月 21日 (土 )場 所 :うめ丸
参加者 :124名 (内委任状 78名 )
※全案件について原案通り可決承認

日時 :7月 13日 (金 )
行先 :神戸市内
ヤクルト本社三木工場

新開地劇場

北野工房のまち

参加者 :36名

日時:4月 21日 (土 )場 所 :うめ丸 参力0者 :200名
昔懐かしい和洋ポップスを聴きながら、飲んで食べて

歌つて踊つで・・楽しいひとときを過ごしていただけたかと

思います。女性部員相互の親睦をはじめ、遠方からご来場
いただいたお客様には、南あわじ市の良さをPRで き、ま
た地元地域の皆様とも交流が図れ、商工会活動にご参加
いただけたことで、ささやかながら地域活動の一助となれ

ば幸いです。

今後の予定
※日程、詳細等変更になる場合も

ございますのでご了承願います。

12月 13日 寄植講習会
12月 27日 生け花講習会
1月 9日  えべつさん参拝

珊 軍璧X軍藁帽Ξ
坪雌 明23 El“聞州

:

鑑調ヨロ厖ヨ 詳細につきましては、下記ホームページをご覧下さい。  :

兵庫県商工会連合会 http:〃wwweshokorenoorejp/      :

兵庫県商工会連含会

総務部 総務人事課

〒656‐ 0013神 戸市中央区花隈町6‐ 19
TEL:078‐371‐ 1262(総務人事課直通)
078-371‐ 1261(代表)

餞

Ｆ
Ｉ
ト
ト

～商工会職員募集のお知らせ～ 黒名譜名曇馨議
では

…

若干名
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新会員の1商工会会員

陸チじオだ
=II.「
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平成31年 1月 より、営業いたします。ちりめ
ん、シラス干し、シラス釜揚げ、新子釜揚
げ、イカナゴくぎ煮、山椒チリメンを加工販
売いたします。よろしくお願いします !

代表者 藪 愛幸
〒6560502南あわじ市福良乙3395
TEL 0799-52‐ 3360  FAX 0799-52-3360
●営業時間 8:00～ 17:00
●定休日 日曜日
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晴海ヶ丘でアロマテラピーサロンをしています。
また、サロンだけでなく、イベント出展や、
アロマ&ハーブのクラフトやコスメ作り、
石鹸作りのワークショップも展開しています。

代表者 :兵庫 つ げ 子
〒6560661南 あわじ市阿那賀1603342
TEL 0799-53-6889  FAX 0799-53-6889
MAIL aromapia@o‖ ve plala orjp
●営業時間 10:00～ 17100
●定休日 月、火曜日

野菜で届ける 食べるしあわせ
納豆菌を混ぜ込んだ、こだわりの土から

できる美味安全野菜をお届けします。

美味安全野菜 生産・販売

代表者 佐藤 繁俊

〒6560312南あわじ市松帆脇田甲236
TEL 0799-36-4128 FAX 0799-36-5557
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淡路じゃのひれアウトドアリゾートにて、シーカヤック体
験ツアーを開催しています。どなたでも簡単に体験でき
るので、家族や友達、ペットと一緒に楽しんで頂けます。
山々に囲われた福良湾、自然を感じて「海上の時」を楽し
んでみませんか?

代表者:染谷 啓次
〒6560543南 あわじ市阿万塩屋町2660
TEL 0799-521144 0799-42-5481  FAX 0799-53-
http:〃umtonagomu com/
●受付時間 900～ 1700
●営業期間 3月 下旬～12月上旬
●臨時休業日 施設のメンテナンスエ事 台風等悪天候

*天候による休業は、お電話にてご確認
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男をもっと男らしくカッコよく …
カッコよさを求める男の為のサロン。

あなたにとって「最高の理容室」目指します。

代表者:志智 俊之
〒6560322南 あわじ市志知炉1221
TEL 0799-20-4899  FAX 0799-20-4899
●営業時間 平日9:00～ 19:30

」二日本兄8:30～ 19:30
●定休日 毎週月曜日・第3日曜日

憩いの場所はっぴぃで

ゆつたりしたカフェタイムを

すごしてください。

代表者:太田 貞子
〒6560502南あわじ市福良乙755
TEL 090-5135-3333
●営業時間 8:00～ 19:00
●定休日 毎週水曜日

熱き職人たちの技が光るハンバーグ専門
店として、幅広い年齢層のお客様に愛され
ているお店です。活気ある雰囲気で、皆様
のご来店をお待ちしております。

代表者:内田 美智子
〒656-0121南 あわじ市山添1671
TEL 0799-45-1355
●営業時間 11:30～ 14:00 Lo

17:30～ 21:00 Lo
●定休日 なし(不定休)

子供800円大人1200円シニア1000円 〈税別)

でカットさせていただきます。(男性料金)

ご来店お待ちしています。

代表者:的場 正樹
〒656-0534南あわじ市北阿万筒井1203-1
TEL 0799-55-1554 FAX 0799-55-1554
●営業時間 AM8:00～ PM6:30
●定休日 毎週月曜日、第3日曜日

雑穀を使つた手づくリヘルシー料理の店

ランチ以外でも夜定食やお弁当、

オードブルもしております。

代表者:木下 博允
〒6560425南 あわじ市榎列小榎列183岡田マンジ百

幣夢繕むツポ
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癒しの提供をさせて頂いております。(もみほぐし・アロマトリート
フェイシャルエステ)島内提携ホテルサロン様への委託業務メイ)

市是委才甲とFif宇含予均製に了零付中です。二
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お気軽にお問い合わせくださいませ。

代表者:清水 明美
〒6560461南 あわじ市市円行寺521イ
TEL 0799-42-5150 090‐ 3613-6530(
http://www.innocent japon.com,/hana
●受付時間 10:00～22:00
●定休日 無休

中国在住14年 。飲食コンサルタントであ

り、現地 (中国)で飲食店を所有。現在、地

元淡路島で物販業を立ち上げる。

代表者:村上 友治

〒6560341 南あわじ市津丼10463
TEL 0799-38‐ 0167


